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大気汚染物質がシワ形成を加速させる 

シワの原因「好中球」が肌に集まりやすくなる可能性を発見 
 

ポーラ・オルビスグループの研究・開発・生産を担うポーラ化成工業株式会社（本社：神奈川県横浜市、

社長：釘丸和也）は、大気汚染物質により肌に好中球が集まりやすくなる可能性があることを見い出しまし

た。好中球はシワ形成に関与することから、大気汚染物質を防ぎ、好中球の働きを抑えることがシワ形成の

予防・改善には重要だと考えられます。この知見は、ポーラの製品をはじめ、ポーラ・オルビスグループの

商品に活用される予定です。 
 

 大気汚染はシワに悪影響を及ぼす  

大気汚染は年々大きく改善されている

もののいまだ完全には解決されておら

ず、人体などに対する影響が危惧されて

います。大気汚染物質の一種のPM2.5

は、年間を通して大気中に含まれていま

す（補足資料1）。  

大気汚染はシワにも悪影響を及ぼすこ

とが知られています。ポーラ化成の行った

試験においても、大気汚染物質の濃度が

過去に高かった地域に住む女性の方が、

そうではなかった地域に住む女性よりも、

目尻のシワが目立つ傾向があることが確

認されました（図1、補足資料2）。 

 

 大気汚染により好中球が肌に集まりやすくなり、シワ形成が進む  

そこで、大気汚染によりシワの形成が進む原因を探ることとしまし

た。ポーラ化成はこれまでに、シワ形成部位に好中球が集まり、好中

球エラスターゼを分泌することが原因の一つであると解明していま

す。そこで、大気汚染物質により好中球が肌に集まりやすくなるため

にシワ形成が進むのではないかと考え、検証しました。 

実験では、表皮細胞から構成された皮膚モデルの角層表面に大

気汚染物質を塗布してしばらく培養した後、その培養液を真皮線維

芽細胞に加えました。その結果、線維芽細胞で好中球を呼びよせる

炎症性因子の遺伝子発現が高まりました（補足資料3）。つまり、大

気汚染物質により影響を受けた表皮細胞が何らかの因子を放出し、

それが皮膚内に拡散して線維芽細胞に好中球を呼び寄せる反応を

引き起こしたものと考えられます（図2）。 

 紫外線と大気汚染の両方への対策を  

好中球は紫外線によっても肌に集まりやすくなるため、シワの予防や改善を効果的に行うには、紫外線

と大気汚染の両方への対策が重要といえます。好中球の働きを抑える化粧品とともに、紫外線や大気汚染

物質をカットできる化粧品を合わせて使うことにより、より効果的なエイジングケア効果が期待できます。 
  

【報道関係者の皆さまからのお問い合わせ先】 (株) ポーラ･オルビスホールディングス  コーポレートコミュニケーション室 
広報担当 Tel 03-3563-5540／Mail webmaster@po-holdings.co.jp 

※在宅勤務を推奨しておりますので、お電話がつながらない場合はメールにてお問い合わせください。 



  

 

【補足資料1】 大気中のPM2.5濃度について  

 日本の各測定地点で計測された

大気中のPM2.5濃度について、過

去6年間の各月の平均値を図3に

示しました。PM2.5は、一般的に知

られるように春は濃度が高いです

が、年間を通して大気中に含まれ

ていました。 

 
 
 
 
 
【補足資料2】 過去の大気汚染濃度の異なる2地域での目尻シワグレード評価試験について  

 大気汚染濃度が過去に高かった地域に長年住

んでいる方の肌には、過去の大気汚染の影響が

現れているのではないかと考え、シワの程度の地

域差を調べる試験を行いました。2016年の年間

平均大気汚染濃度が約73μg/m3であった地域Aと

約34μg/m3であった地域Bを選び、それぞれの地

域に20年以上住んでいる50代の女性を対象にシ

ワの程度を調べました。日本香粧品学会「抗シワ

製品評価ガイドライン」に決められた方法で目尻

部位のシワグレード評価を行ったところ、地域Aに

長年居住された女性の方が、シワが目立つことが

確認され（図4）、大気汚染がシワ形成の一因とな

っている可能性が示されました。 

 

【補足資料3】 大気汚染物質は紫外線の有無にかかわらず、好中球を肌に集めやすくする  

表皮細胞から構成された皮膚モデルの角層表面に、大気汚染物質を塗布し一定時間培養した後

に、その培養液を真皮線維芽細胞に加えました。皮膚モデルに紫外線（UVB）を照射しない場合も

照射した場合でも、真皮線維芽細胞における好中球を呼びよせる炎症性因子（IL8）の発現が大気汚

染物質により高まることが確認されました（図5）。このことは、大気汚染物質が好中球を真皮に集めや

すくし、シワの形成を進めうること、その影響は紫外線の有無にかかわらず現れることを示しています。 

 

図5. 好中球を呼び寄せる炎症性因子の発現量（真皮線維芽細胞）
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図4. 50代女性の目尻のシワの比較
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大気汚染物質の濃度が過去に高かった地域Aと、それより低かった地域Bに
それぞれ20年以上住む方の目尻のシワを評価。

大気汚染の影響を
過去により多く受けた肌の方がシワが目立つ

地域A 92名、地域B 90名の
平均値＋標準誤差
（**: p<0.01, t-test）

社内エキスパート3名による
評価値の平均を
各個人の評価値とした。
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図3. 月ごとの大気中のPM2.5濃度
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環境省HP掲載データよりグラフを作成した。
https://www.env.go.jp/council/07air-noise/y078-12/ref1202.pdfhttps://www.env.go.jp/council/07air-noise/y078-12/ref1202.pdf 


